
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
い
よ
い
よ
、
暮
れ
果
て
て
参

り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
（
ま

ん
え
ん
）
に
よ
る
、
移
動
や
集
会
の
自
由
が
奪
わ
れ
、

新
し
い
生
活
様
式
を
余
儀
（
よ
ぎ
）
な
く
さ
れ
た
、
令

和
二
年
も
終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

私

事
で
大
変
恐
縮
で
す
が
、
明
年
、
数
え
の
六
十
歳
を
迎

え
ま
す
。 

俄
か
に
は
、
信
じ
が
た
く
、
私
は
、
平
気

で
、
実
年
齢
に
零
点
七
（
れ
い
て
ん
な
な
）
を
掛
け
て

お
り
ま
し
て
、
気
持
ち
だ
け
は
四
十
二
歳
の
つ
も
り
で

お
り
ま
す
。 

神
社
神
道
は
、
い
つ
も
清
々
し
く
い
つ

も
若
々
し
く
と
い
う
、「
常
若
（
と
こ
わ
か
）」
の
思
い

を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

再
来
年
は
、
と
う

と
う
還
暦
で
す
。 

日
常
の
生
活
全
般
は
、
ウ
ェ
ー
ル

エ
イ
ジ
ン
グ
、
肯
加
齢
（
こ
う
か
れ
い
）
で
、
健
康
に

留
意
を
し
、
無
理
を
し
な
い
で
怠
け
ず
、
Ｑ
Ｏ
Ｒ
（
ク

オ
リ
テ
ィ 

オ
ブ 

ラ
イ
フ
）、
生
活
の
質
の
向
上
を

は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
心
掛

け
や
気
持
ち
は
、
前
述
（
ぜ
ん
じ
ゅ
つ
）
の
「
常
若
の

思
い
」
で
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
、
抗
加
齢
（
こ
う
か

れ
い
）、
四
十
二
歳
の
つ
も
り
で
何
事
に
も
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◇
今
年
の
宮
司
プ
レ
ス
の
発
行
は
、
一
月
に
一
回
の
ペ 

     

ー
ス
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

移
動
や
集
会
が
、

め
っ
き
り
減
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
奏
功

（
そ
う
こ
う
）
し
た
よ
う
で
す
。 

し
か
も
、
年
賀
状

は
、
こ
の
た
び
、
十
年
ぶ
り
に
、
宛
名
と
御
芳
名
、
す

べ
て
墨
書
し
ま
し
た
。 

素
晴
ら
し
い
快
挙
で
あ
り
ま

す
。 

裏
面
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
詳
し
く
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
◇
さ
て
、
来
年
の
干
支
（
え
と
）
は
、
辛
丑
（
か
の
と

う
し
）
で
あ
り
ま
す
。 

辛
は
、「
し
ん
」
と
読
み
、
刺

青
（
い
れ
ず
み
）
を
す
る
把
手
（
と
っ
て
）
の
つ
い
た

大
き
な
針
（
は
り
）
が
、
元
々
の
形
で
す
。 

し
た
が

っ
て
、「
つ
ら
い
」
と
読
め
る
の
で
す
。 

丑
は
、「
ち

ゅ
う
」
と
読
み
ま
し
て
、
指
を
力
強
く
曲
げ
て
い
る
形

を
表
し
て
い
ま
す
。 

辛
は
、
ま
た
、
新
し
い
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。 

動
物
で
は
、
牛
が
当
て
ら
れ
て

い
ま
す
。 

牛
は
、
今
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
食
用
と
し
て

我
々
の
暮
ら
し
に
か
か
せ
ま
せ
ん
。 

古
く
は
、
交
通

の
手
段
、
あ
る
い
は
、
農
耕
作
業
の
た
す
け
と
な
る
も

の
で
し
た
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
、
は
た
ま
た
、
拡

大
の
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
世
相
、
明
年
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
さ
れ
る
運
び
で
す
。 

ま
さ
に
、
新
し
い
展
開
が

期
待
さ
れ
る
の
で
す
。 

実
は
、「
ワ
ク
チ
ン
」
は
、
ラ

テ
ン
語
で
、
雌
の
牛
の
こ
と
で
す
。 

御
周
知
（
ご
し

ゅ
う
ち
）
の
と
お
り
、
天
然
痘
（
て
ん
ね
ん
と
う
）
の

撲
滅
（
ぼ
く
め
つ
）
に
も
貢
献
し
た
の
も
牛
で
す
。
そ

の
牛
に
あ
や
か
り
、
一
日
も
早
い
終
息
を
心
か
ら
願
う

も
の
で
す
。 

 

◇
さ
て
、
来
年
の
干
支
に
ま
つ
わ
る
書
初
め
は
、「
幸
紐

（
こ
う
ち
ゅ
う
）」
と
認
（
し
た
た
）
め
ま
す
。 

私
の

造
語
（
ぞ
う
ご
）
で
す
が
、「
幸
」
の
な
か
に
、「
辛
」

が
あ
り
ま
す
し
、「
紐
」
と
い
う
字
に
も
、「
丑
」
が
あ

り
ま
す
。 

さ
ら
に
、「
辛
」
と
い
う
字
の
「
な
べ
ぶ
た
」

を
大
き
く
下
に
伸
ば
し
て
、「―

」
そ
し
て
、「
一
」
を

加
え
る
と
、
何
と
、「
幸
」
と
い
う
字
に
な
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

「
苦
難
は
幸
福
の
門
」
で
あ
り
ま
す
。 

し
っ
か
り
、
足
を
開
い
て
踏
ん
ば
り
、
思
い
っ
き
り
、

足
を
一
歩
踏
み
出
す
、
そ
の
道
の
り
が
、
幸
せ
へ
と
結

ば
れ
る
よ
う
に
、
幸
と
紐
を
組
み
合
わ
せ
た
の
で
す
。 

神
社
神
道
は
、「
つ
な
が
り
の
宗
教
」
で
す
。 

大
神
様

の
御
加
護
（
ご
か
ご
）
に
つ
な
が
り
、
家
族
や
大
切
な

人
々
と
つ
な
が
り
、
癒
（
い
や
）
さ
れ
和
（
な
ご
）
み

つ
つ
、
安
ら
ぎ
な
が
ら
、
幸
多
か
り
し
日
々
へ
と
つ
な

が
る
暮
ら
し
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
お
祈
り
申 

し
上
げ
ま
す
。 
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司
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司
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幡
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宮
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柴
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宜
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発 
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令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
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◇
十
二
月
の
祭
典
行
事
報
告
（
予
定
も
含
み
ま
す
） 

 
▼
月
次
祭 

＊
十
二
月
一
日
、
十
五
日 

 
 

※
令
和
二
年
最
後
の
納
の
月
次
祭 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

▼
貴
布
祢
神
社
月
次
祭 

＊
十
二
月
一
日 

 

▼
早
起
会
参
拝 

＊
十
二
月
一
日 

 

▼
海
士
郷
恵
美
須
神
社
祈
漁
祭 

＊
十
二
月
三
日 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
注
連
縄
お
ろ
し 

 
 

＊
十
二
月
六
日 

 

▼
煤
払
い 

＊
十
二
月
十
日 

 
 
 
 

 

 

▼
朝
粥
会 

＊
十
二
月
二
十
一
日 

 

▼
正
月
臨
時
巫
女
説
明
会 

 
 

＊
十
二
月
二
十
七
日 

 

▼
貴
布
祢
神
社
清
掃 

 
 

＊
十
二
月
二
十
七
日 

 

▼
大
祓
式
、
除
夜
祭 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
役
員
会
、
身
分
選
考
委
員
会 

 
 
 

＊
十
二
月
二
日 

 
 

◇
Ｋ
Ｒ
Ｙ
熱
血
テ
レ
ビ
に
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の 

 
 
 

広
報
に
出
演 

 
 

 

 
 

◇
神
社
庁
教
化
委
員
会 

＊
十
二
月
十
一
日 

 
 

◇
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
釈
放
前
指
導 

 
 
 

＊
十
二
月
十
五
日 

 

▼
そ
の
他 

 

 
 

◇
西
山
小
学
校
運
営
協
議
会 

＊
十
二
月
九
日 

 
 

◇
玄
洋
中
学
校
運
営
協
議
会 

＊
十
二
月
十
日 

 
 

◇
人
権
擁
護
委
員
人
権
相
談 

＊
十
二
月
十
一
日 

    

◇
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
十
二
月
二
十
三
日 


